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気
は
つ
ら
つ

健
診
結
果
を
上
手
に
使
っ
て
、

め
ざ
せ
、健
康
生
活
。
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●今月のタイトル
「雨上がりのフラワー」
表紙左下の写真は、小学生が環
境探検隊で撮影したものです。

元
気
は
つ
ら
つ
紫
波
計
画
策
定
に
あ
た

り
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
結

果
、
健
康
に
つい
て
大
事
な
要
素
は
、
第

一
位
が
食
、
第
二
位
が
運
動
、
第
三
位
が

い
や
し
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

も
、
食
は
最
も
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
る

と
い
う
調
査
結
果
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

食
の
大
切
さ
は
わ
か
っ
て
い
る
け
れ
ど

も
、
種
々
の
原
因
で
実
践
で
き
な
い
の
が

「
食
育
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
近
年
、

社
会
構
造
の
変
化
で
家
族
が
忙
し
く
、

料
理
の
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た
り
、
子
ど

も
だ
け
で
の
個
食
が
増
え
た
り
、
朝
食

を
抜
く
子
ど
も
が
い
た
り
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
食
の
大
事
さ
が
な
お
ざ
り

に
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
我
が
国
の

最
も
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
は
、
昭
和

三
十
年
代
の
岩
手
県
の
一
般
家
庭
で
と

ら
れ
て
い
た
メ
ニュ
ー
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

当
町
の
学
校
給
食
は
、
米
が一〇
〇
パ

ー
セ
ン
ト
町
内
産
で
、
そ
の
ほ
か
の
食
材

も
学
校
給
食
食
材
生
産
供
給
組
合
を
つ

く
り
、
旬
の
も
の
を
中
心
に
町
内
産
供

給
を
十
六
年
度
か
ら
本
格
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
育
ち
の
見
え
る
地
元
の
安

心
な
食
材
で
、
子
ど
も
た
ち
が
体
も
心

も
元
気
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

我
が
国
の
食
料
自
給
率
は
、
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
先
進
国
の

中
で
最
低
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
国
会
で
は
六
月
に
食
育
基
本
法
が

可
決
さ
れ
、
十
年
後
に
自
給
率
四
五
パ

ー
セ
ン
ト
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。当

町
と
し
て
は
循
環
型
社
会
の
構
築

の
中
で
、
食
育
を
中
核
と
し
て
位
置
付

け
、
十
月
一
日
付
定
期
異
動
の
中
で
農

林
課
内
に
「
食
育
推
進
主
幹
」
の
部
署

を
創
設
し
ま
し
た
。

安
全
な
食
生
活
を
と
り
も
ど
す
た
め
、

家
庭
、
地
域
、
学
校
そ
し
て
町
全
体
で

食
育
に
取
り
組
み
、
町
民
の
健
康
に
寄

与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

藤
原　

孝

食
育
の
す
す
め

町
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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日
詰
西
近
隣
公
園
に
お
い
て
、
５
月
下
旬
の

草
刈
作
業
中
に
乗
用
草
刈
機
か
ら
石
が
飛
び
、

自
家
用
車
を
破
損
さ
せ
る
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
周
辺
の
家
屋
の
壁
、

窓
ガ
ラ
ス
に
も
石
が
あ
た
っ
た
と
思
わ
れ
る
個

所
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
作
業
の
不
注
意
を
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

今
後
は
、
作
業
に
つ
い
て
十
分
な
注
意
を
は

ら
い
、
安
全
な
公
園
管
理
に
努
め
ま
す
の
で
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
近
く
の
公
園
に
つ
き
ま
し
て
お
気
づ
き
の

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

地
域
整
備
課
施
設
管
理
室

1
６
７
２-

２
１
１
１
内
線
５
１
４
２

平
成
14
年
か
ら
自
然
と
の
共
生
、
野
生

動
植
物
と
の
共
生
を
目
的
と
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ん
で
山
王
海
地
区
の
平
成
の
森
に

コ
ナ
ラ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ク
リ
な
ど
実
の
な

る
広
葉
樹
を
植
樹
し
て
「
共
生
の
森
」
を

つ
く
り
、
手
入
れ
を
し
て
き
ま
し
た
。

植
樹
し
た
木
は
幼
木
の
た
め
ま
だ
ま
だ

細
く
、
冬
の
あ
い
だ
雪
に
倒
さ
れ
な
い
よ

う
に
支
柱
で
補
強
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
森
を
守
る
た
め
、
一
緒
に
育
林

作
業
を
し
て
く
れ
る
仲
間
を
募
集
し
ま
す
。

小
学
四
年
生
以
下
は
保
護
者
と
い
っ
し
ょ

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

「
共
生
の
森
」育
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

●
日　

時
／
11
月
12
日
㈯

午
前
９
時
〜
12
時

●
場　

所
／
山
王
海
ダ
ム　

平
成
の
森

（
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
紫
波
に
午
前
９
時
に
集

合
し
、バ
ス
で
現
地
ま
で
移
動
し
ま
す
）

●
申
込
み
、
問
合
せ
／
11
月
7
日
ま
で
に

環
境
課
へ　

1
６
７
２-

２
１
１
１
（
内
線

５
５
３
１
）有
線
０
１-

８
９
７
２

公
園
草
刈
作
業
に
つ
い
て
の
お
詫
び
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生活習慣病の早期発見の機会として、住民健康診断があります。

定期的に健診を受け、その結果をもとに

自分の健康状態を確認することが大切です。

「健康」が元気で幸せな人生を送るうえでの「資源」となるように、

栄養改善や運動を取り入れた生活の見直しが求められています。

皆さんはC判定をうけた項目について、

対策をとっていますか？

町の総合検診の結果から、

健康についてもう一度考えてみましょう。

健
診
結
果
を
上
手
に
使
っ
て
、

め
ざ
せ
、健
康
生
活
。

元気
はつらつ
元気
はつらつ



35～39歳 

40～49歳 

50～59歳 

60～69歳 

70歳 

A判定 　　B判定　　C判定 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

■年代別の総合判定割合（グラフ❸）

A（異常なし） 
B（要指導） 
C（要医療） 
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町
の
総
合
検
診
は
35
歳
以
上
を
対
象
と
し
て
５
月
末
か
ら
約
１
ヶ
月
間
、

地
区
公
民
館
と
保
健
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

検
査
内
容
は
循
環
器
系
を
中
心
と
し
た
基
本
健
診
と
、

希
望
に
よ
り
各
種
が
ん
検
診
な
ど
を
年
齢
に
応
じ
て
受
診
で
き
ま
す
。

　

17
年
度
の
基
本
健
診
の
結
果
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。C
判
定
は
放
置
す
る
と
命
に
か
か
わ

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
特
に
C
判
定
に
注
目
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

A
判
定　

異
常
な
し
▼
今
回
の
検
査
し
た

 

範
囲
で
は
異
常
あ
り
ま
せ
ん
。

B
判
定　

要
指
導
▼
所
見
の
あ
る
項
目
に
つ
い

 
て
は
、日
常
生
活
に
注
意
し
、時
々

 

（
年
２
〜
３
回
）検
査
を
受
け
て
く
だ

 

さ
い
。

C
判
定　

要
医
療
▼
所
見
の
あ
る
項
目
に
つ
い

 

て
、精
密
検
査
ま
た
は
治
療
が
必
要

 

と
思
わ
れ
ま
す
。

男
女
と
も
５
割
を
超
す

C
判
定（
グ
ラ
フ
❷
）

加
齢
と
と
も
に
増
え
る

C
判
定（
グ
ラ
フ
❸
）

４
９
１
４
人
が
町
の
総
合
検
診
を
受
診

　

17
年
度
は
期
間
中
男
性
１
７
４
５
人
、
女

性
３
１
６
９
人
、
計
４
９
１
４
人
が
健
診
を
受

け
ま
し
た
。
受
診
者
の
６
割
以
上
が
女
性
で
、

年
代
別
に
み
る
と
45.

６
パ
ー
セ
ン
ト
が
65

歳
以
上
で
す
。
壮
年
層
は
職
域
健
診
を
受
診

す
る
人
が
多
い
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
な
結
果

に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
健
診
結
果
の
見
方

　

総
合
判
定
で
は
男
性
の
61.

４
％
、
女
性
の

55.

２
％
が
C
判
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

判
定
の
割
合
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
す
。

　

加
齢
と
と
も
に
C
判
定
の
所
見
が
多
く
な

り
ま
す
。
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直

し
、
生
活
習
慣
病
に
対
す
る
知
識
を
高
め
、
対

策
を
と
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

35～49歳 
50～64歳 
65歳～ 

0％ 

14年度 

20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

15年度 

16年度 

17年度 

■年代別の総合判定割合（グラフ❷）

■年代別の受診者数の割合（グラフ❶）
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男
性
は
血
圧
値
、

女
性
は
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が

C
判
定
の
ナ
ン
バ
ー
１（
グ
ラ
フ
❹
）

加
齢
と
と
も
に
血
圧
は
高
く
な
り
が
ち

●
か
か
り
や
す
い
病
気

1
．脳
血
管
疾
患（
脳
出
血
・
脳
血
栓
・
脳
塞
栓
等
）

２
．狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
・
腎
硬
化
症
・
腎
不
全

３
．心
肥
大
・
心
不
全

●
自
覚
症
状

１
．め
ま
い
・
立
ち
く
ら
み　
２
．動
悸
・
息
切
れ

３
．だ
る
い
・
疲
れ
や
す
い　
４
．顔
色
が
青
白
い

５
．頭
痛
・
頭
重
感　

６
．集
中
力
の
低
下

●
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

規
則
正
し
い
生
活
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
食
事
を
す
る
こ
と

１
．造
血
作
用
の
あ
る
食
品
A
や
、鉄
分
の
吸
収

効
率
を
高
め
る
食
品
B
の
摂
取

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
関

与
が
大
き
く
閉
経
後
は
上
昇
傾
向
と
な
り
ま

す
。高
す
ぎ
て
も
低
す
ぎ
て
も
問
題
で
、
多
す

ぎ
る
と
動
脈
硬
化
が
す
す
み
、心
筋
梗
塞
が
多

く
な
り
、低
す
ぎ
る
と
血
管
の
柔
軟
性
が
弱
く

な
り
脳
出
血
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
は
、
善
玉（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
）と

悪
玉（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
）が
あ
り
、
異
な
る
働
き
を
し
て

い
ま
す
。

総コレステ 
ロール 

中性脂肪 心配される病気 

高　い 

正　常 

高　い 

正　常 動脈硬化 

糖尿病・肥満症・高尿酸血症 
急性膵炎 

動脈硬化・糖尿病・肥満症 
高尿酸血症・急性膵炎 

高　い 

高　い 

　

検
査
項
目
別
で
見
る
と
、
男
性
は
血
圧
値
、

心
電
図
、
眼
底
検
査
の
C
判
定
が
多
く
、
さ

ら
に
γ-

Ｇ
Ｔ
Ｐ
、
血
糖
、
肝
機
能
の
所
見
が

多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

女
性
は
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
尿
潜
血
、

眼
底
検
査
の
C
判
定
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
気
に
な
る

C
判
定
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

血
管
も
年
齢
と
と
も
に
内
側
が
狭
く
な

り
、弾
力
性
・
柔
軟
性
を
失
い「
動
脈
硬
化
」の

状
態
に
。こ
れ
は
生
理
的
な
変
化
で
す
が
、
肥

満
や
食
塩
の
取
り
す
ぎ
、
運
動
不
足
、
喫
煙
な

ど
、
長
年
の
生
活
習
慣
が
血
圧
の
高
低
を
左

右
し
ま
す
。

　

貧
血
の
状
態
を
み
る
血
色
素
量
の
C
判

定
の
最
も
多
い
原
因
は
、
鉄
分
の
欠
乏
に
よ
る

「
低
色
素
性
貧
血
」
で
す
。女
性
は
月
経
や
妊

娠
・
出
産
授
乳
期
・
子
宮
筋
腫
、ま
た
、女
性
ホ

ル
モ
ン
の
影
響
で
、
貧
血
を
起
こ
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

A 　　 　 

レ
バ
ー
・
卵
黄
・
緑
黄
野
菜
・
肉
類

 

貝
類
な
ど

B　 

緑
黄
野
菜
・
果
物
・
い
も
類
な
ど
、レ
バ
ー

 

卵
黄
・
緑
黄
野
菜
・
肉
類
・
貝
類
な
ど

２
．イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
外
食

 
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
控
え
る

３
．緑
茶
・
紅
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
と
き
は
、

 

食
後
は
避
け
る
こ
と
。

●
貧
血
の
影
響

１
．
血
液
凝
固
の
低
下

２
．
体
温
調
節
の
低
下

３
．
免
疫
力
の
低
下

●
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

１
．減
塩　

２
．適
正
体
重
の
維
持　

３
．節
酒

４
．運
動
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
で
血
管

の
強
化

C判定は40歳を過ぎると
UP。受診者全体のうち男
性は10.5％、女性は5.6
％と男性が女性の２倍。 

0
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ビンA1c

心電図 眼底 γ-GTP

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル 

0

2

4

6
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12

血圧 
血色素 血糖 

ヘモグロ 
ビンA1c

心電図 
眼底 尿潜血 

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル 

女　性 

血圧値 
受診者の4.6％がC判定で、
60歳を過ぎると倍増。こ
れも男性が女性の２倍以
上多い割合でした。 

血糖値 

男　性 

貧血の状態をみる血色素
量のC判定は、働き盛りの
40歳代がもっとも多くな
っています。 

血色素量 

C判定は、50歳代がトップ。
次いで60歳代。貧血と総
コレステロールは40歳
以下でもC判定の人が多い。 

総コレステロール 

女
性
に
多
い
貧
血

　

中
性
脂
肪
は
、皮
下
脂
肪
な
ど
の
脂
肪
組
織

に
貯
え
ら
れ
、
必
要
に
応
じ
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な

り
ま
す
。

女
性
に
多
い
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

善
玉（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
）コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

…
血
管
か
ら
悪
玉（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
）を
引
き
出
し
、

　

肝
臓
へ
回
収
。

悪
玉（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
）コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

…
血
管
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
運
ぶ
働
き

■C判定の項目別割合（グラフ❹）

■あなたは、どのタイプ？



●
健
康
づ
く
り
実
践
者
か
ら
一
言

C判定 

B判定 

A判定 

毎日2合以上の飲酒 毎日2合未満の飲酒 
休肝日を設定し飲む 飲まない 

毎日2合以上の飲酒 毎日2合未満の飲酒 
休肝日を設定し飲む 飲まない 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

35～49歳 

50～64歳 

65歳以上 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 
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γ
ー
Ｇ
Ｔ
Ｐ
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害

に
敏
感
に
反
応
し
常
習
飲
酒
者
で
は
し
ば
し

ば
上
昇
し
ま
す
。
男
性
の
８.

８
％
が
Ｃ
判
定

で
、
特
に
毎
日
飲
酒
し
て
い
る
層
の
Ｃ
判
定

は
69.

２
%
と
高
い
有
所
見
率
と
な
り
ま
す
。

肝
臓
の
機
能
が
低
下
す
る
と
、
ア
ル
コ
ー
ル

は
体
内
に
蓄
積
さ
れ
全
身
に
害
を
及
ぼ
し
ま

す
。
脂
肪
肝
や
肝
硬
変
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎

の
予
防
の
た
め
に
も
、
お
酒
の
適
量
を
守
り

休
肝
日
を
設
け
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

松
岡　

ミ
ツ
子
さ
ん
（
犬
渕
）

　

夫
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
高
脂
血
症
が

気
に
な
り
、
こ
の
教
室
で
習
っ
た
こ
と
を
家

で
実
践
し
て
い
ま
す
。
以
前
、
食
事
療
法
を

カ
ロ
リ
ー
計
算
し
て
実
践
し
た
ら
、
体
重

が
減
り
す
ぎ
て
力
が
出
な
い
と
言
わ
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
定
期
的
に
健
診
を

受
け
て
数
値
を
見
な
が
ら
、
油
も
の
を
控

え
、
毎
日
の
運
動
を
欠
か
さ
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
さ
っ
ぱ
り
し
た
食
事

は
若
い
息
子
に
は
ち
ょ
っ
と
物
足
り
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

有酸素運動は毛細血管を広げ、血圧を安定させたり、すい臓か
らでるインスリンを正しく作用させたり、善玉コレステロール
を増やすなどの効果が期待されます。

飲
酒
と
γ-

Ｇ
Ｔ
Ｐ（
肝
機
能
）の
関
係

鈴
木 

恵
美
子
さ
ん
（
日
詰
）

　

健
診
は
毎
年
受
け
て
い
ま
し
た
が
、今
回

は
血
糖
値
が
境
界
値
近
く
に
判
定
さ
れ
ま

し
た
。
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
案
内
が
き
た

の
で
驚
い
て
こ
の
教
室
に
参
加
し
、
日
々
の

生
活
を
反
省
し
て
い
ま
す
。
食
生
活
は
も

ち
ろ
ん
、
エ
ア
ロ
ビ
教
室
に
も
参
加
す
る
こ

と
に
し
て
、運
動
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
健
診
結
果
を
き
っ
か
け

に
健
康
を
維
持
し
て
い
き
た
い
で
す
。

健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
診
の
結
果
か
ら
B
判
定
の
人
を
対
象
に
、
健
康

講
座
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
９
月
29
日
に
は
今
年
２
回
目
の
「
元
気

は
っ
け
ん
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、
有
酸
素
運
動
の
代
表
格
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
健
診
結
果
を
持
参
し
、
今
日
の
血
圧
や
脈

拍
と
比
較
し
、
互
い
の
健
康
づ
く
り
を
教
え
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

保

■飲酒とγ-GTPの関係

■C判定者の年代別飲酒の関係



基
準
費
用
額

4.2
万
円

補足給付
2.2～3.2万円

利用者負担
1.0～2.0万円

第1～3段階以
外の人

利用者第2段階
以外の人
(課税年金収入80
万円超266万円
未満の人など) 

課税年金収入額
と合計所得金額
の合計が80万
円以下の人

老齢福祉年金受給者
生活保護受給者

市町村税
世帯非課税

市町村税
世帯非課税

市町村税
世帯非課税

利用者負担
第4段階

利用者負担
第3段階

利用者負担
第2段階

利用者負担
第１段階

3.2万円

1.0万円

3.0万円

1.2万円

2.2万円 利用者負担
※利用者と
施設の契約2.0万円

HHHHHHよもやま

話 

介護保険 介護保険 

介護保険室 1672-4522

よもやま

話 

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に
、
町
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
教
室
や
相
談
会
を
開
催
し
て

　

も
う
一
度
健
診
結
果
を
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
精
密
検
査
の
紹
介
状
が
届
い
た
人

は
、
も
う
医
師
の
診
察
は
済
み
ま
し
た
か
？

健
診
を
機
会
に
、
自
分
の
健
康
状
態
や
普
段

の
生
活
を
見
直
し
て
、
健
康
の
自
己
管
理
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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今
回
の
見
直
し
で
保
険
給
付
の
対
象
か
ら
外

れ
る
の
は
次
の
費
用
で
す
。

① 

介
護
保
険
施
設（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老

人
保
健
施
設
、介
護
療
養
型
医
療
施
設
）に
お
け
る

「
居
住
費
」お
よ
び「
食
費
」

② 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所
生
活
介
護
、
短

期
入
所
療
養
介
護
）に
お
け
る「
滞
在
費
」お
よ
び

「
食
費
」

③ 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
介
護
）、
デ
イ
ケ
ア
（
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）に
お
け
る「
食
費
」

10月から介護保険制度の
一部がかわります

介護保険制度が
少し変わります。
大きなところを
確認して

おきましょう。

●
補
足
給
付
の
仕
組
み（
食
費
の
場
合
）

介
護
保
険
制
度
が
少
し
変
わ
り
ま
す
。

大
き
な
と
こ
ろ
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

1

　

所
得
の
低
い
人
に
は
、
自
己
負
担
に
限
度
額
を

も
う
け
て
い
ま
す
。施
設
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
費
と

限
度
額
と
の
差
額
分
は
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
と
し
て
施
設
に
補
足
給
付
さ
れ
ま
す
。

所
得
の
低
い
人
は
居
住
費
・
食
費
の

負
担
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す

2

※施設において現に
要した費用が標準
的な費用を下回る
場合は、現に要し
た金額が基準費用
額となります。

あ
な
た
の
循
環
器
系
健
診
の

判
定
は
？

生
活
改
善
を
応
援
し
ま
す
！

健
康
に
関
す
る
相
談
は
随
時
、

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

保
健
セ
ン
タ
ー
1
６
７
２
ー
４
５
２
２

味噌汁の塩分測定 い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
ぜ
ひ

役
立
て
て
く
だ
さ
い
。（
内
容
は
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

１. 

元
気
は
っ
け
ん
教
室

２. 

高
血
圧
ス
ト
ッ
プ
作
戦

３. 

健
診
結
果
の
説
明
会
・
健
康
相
談

４. 

禁
煙
教
室

ウオーキングで健康づくり



ク

イ

ズ

　

テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、今
、注
目
さ
れ
て

い
る
盛
岡
市
立
高
等
学
校
男

子
新
体
操
部
が
九
月
二
十
五

日
、
紫
波
町
総
合
体
育
館
で

公
開
演
技
を
行
い
ま
し
た
。

十
月
の
国
体
に
向
け
二
十
三

日
か
ら
町
で
合
宿
を
行
い
、

最
終
日
に
総
合
体
育
館
満
員

来
場
者
の
中
、
個
人
種
目
と

団
体
演
技
を
披
露
。
高
度
な

回
転
技
や
男
子
な
ら
で
は
の

力
強
い
迫
力
の
あ
る
演
技
に

会
場
は
歓
声
に
つ
つ
ま
れ
ま

し
た
。

体 協 

だより 
平成17年10月 

●発　行● 
財団法人　紫波町体育協会 

1676-2650

◎
財
団
法
人
紫
波
町
体
育
協
会
五
十
周
年
記
念
事
業
◎

体協だより

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
学
べ

　

〜
盛
岡
市
立
高
校
新
体
操
部
〜

〜
ト
ッ
プ
ク
ラ
ブ
に
学
べ
〜

　

〜
盛
岡
市
立
高
校
新
体
操
部
〜
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 スポーツの秋、マラソン大会を開催します。健脚を競う個人の部から、3㎞をどの
くらいのタイムで走るかを申告し、申告タイムに近い順番で順位を付るファミリーの
部まで盛りだくさん。詳細については総合体育館までお問い合わせ下さい。
開 催 日：11月6日（日）
コ ー ス：紫波中央駅前特設コース
集合場所：サン・ビレッジ紫波

種別   ◎個人の部
　＊小学生男子・女子の部　約3.0 ㎞　　＊中学生男子・女子の部　約6.3 ㎞
   ＊40歳以上男子の部　約6.3㎞　　＊一般男子の部　約10.0㎞
　＊一般女子の部　約6.3㎞　　　　　　　　
　◎継走の部
　＊小学生男子・女子の部（４人編成、１人約1.5㎞）
　＊中学生男子・女子の部（５人編成、１～３走約1.5㎞、４・５走約３㎞）
　◎ファミリーの部　約3㎞（申告タイム制）
　　家族2人以上で一緒に走り、手をつないでゴール。
　10月30日までに体育館にお申し込みください。

①　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
前
に
栄
養
補
給

を
す
る
。

②　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
後
に
す
み
や
か

に
栄
養
補
給
を
す
る
。

③　

シ
ャ
ワ
ー
な
ど
で
汗
を
流
し
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
。

④　

ビ
ー
ル
な
ど
の
ア
ル
コ
ー
ル

で
水
分
補
給
を
す
る
。

　

②　

え
答

　

　

よ
り
効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う

に
は
、何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
？
。

◎町民マラソン大会　参加者募集中！



運
動
公
園
外
周
を
回
る
と
一
周
１
㎞
。
こ

こ
は
朝
と
夕
方
を
中
心
に
多
く
の
皆
さ
ん
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
百
メ
ー
ト
ル
毎
に
町
内
の
観
光
地
な
ど
が

描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
な
ん
と
こ
れ
は
体
協
職
員

の
お
手
製
の
看
板
で
す
。
ぜ
ひ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と
看
板
の
絵
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

体協だより

紫
波
運
動
公
園
で

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
い
か
が
？

＊町外者の受講については（　　）内の料金をいただきます（トレーニング教室は除く）。   

＊教室は初心者・初級者を対象として基本を中心に指導します。   

＊各教室とも、定員になり次第募集を締め切りますので、お早めにお申し込みください。   

＊開講２日前までに、５人以上の申し込みがない教室は開講致しませんのでご了承ください。   

＊参加料にはスポーツ安全保険料が含まれています。  

10月１2日（水）から総合体育館窓口で受け付け開始！ 
詳しいことは、総合体育館にお問い合わせください。   

 紫波町総合体育館　　電話676-2650  /　有線01-3163

平成17年度後期 

紫波町スポーツ教室プログラム 
内　　　　容 期　　　間 教　室　名 

 　競技力向上を目指している競技選手を対象として、トレーニ

ング方法・コンディションニングについての実技・講義  

　対象：高校生以上の男女/定員：10人/会場：総合体育館 

　参加料：1,000円（トレーニング室利用回数券１冊進呈）  

　指導者：体育協会トレーナー 

　親子で思いっきり遊びます。子どもの感性、運動能力を伸ば

します。  

対象：幼児（2才以上）とその親/定員：25組/会場：総合体

育館/参加料：2,000円（子ども2人目から500円増）/ 

指導者：体育協会主事ほか 

　なぎなたの基本を指導します。「礼に始まり、礼に終わる」

なぎなたの技術だけでなく、礼儀作法を学ぶこともできます。 

対象：小学生以上の男女/定員：20人/会場：総合体育館 

参加料：16才以上 1,500円(2,000円)・小中学生1,000

円(1,500円)/指導者：紫波なぎなたクラブ 

　ホームヨーガの基本を指導します。心と体の両面から健康に

導きます。さまざまなストレスと運動不足の解消に。  

　対象：一般成人男女/定員：25人/会場：総合体育館 

参加料：1,000円(1,500円)/指導者：金田一富子氏 

　水中での運動なので関節に負担の少ない運動です。運動不足

解消に適したプログラムです。  

対象：16才以上の男女/定員：20人/会場：ラ・フランス温

泉館プール/参加料：2,000円（3,000円）/指導者：体育

協会職員ほか 

トレーニング教室 

ちびっこ 
スポーツ教室 

なぎなた教室 

ヨーガ教室 

水中運動教室 

12月13日、20日  
毎週火曜日（2回） 
18:00～19:00  
 

11月25日～12月16日  
１月6日～1月27日  
毎週金曜日（8回） 
10:00～11:30

11月5日～12月24日  
毎週土曜日（8回） 
16:00～18:00

11月19日～12月24日  
１月7日～１月28日 
毎週土曜日（10回） 
10:00～11:30

11月１日～12月20日  
毎週火曜日（8回） 
19:00～20:30
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み
ん
な
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

小
学
校

陸
上
記
録
会

小
学
校
陸
上
記
録
会
が

９
月
28
日
㈬　

陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
11
の
小
学
校
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
集
い
、

ト
ラ
ッ
ク
競
技
部
門
で
３
つ
の
新
記
録
が
で
ま
し
た
。

各
校
の
応
援
団
も
真
っ
赤
に
日
焼
け
し
な
が
ら

が
ん
ば
っ
て
応
援
し
て
い
ま
し
た
。

「地球上の水の量」

私たちは水の星に暮らしています。

地球上に存在する水の量は、おおよそ14億ｋ㎥

であるといわれています。そのうち約97.5％が

海水であり、淡水は約2.5％しかありません。

この淡水の大部分が南極・北極地域などの氷

で、地下水を含め河川水や湖沼水などとして存

在する淡水は、地球上の水の約0.8％です。こ

のほとんどが地下水で、比較的利用が容易な河

川として存在する水の量は、地球上の水のわず

か0.01％の0.001億ｋ㎥ほどです。

～日本は水の輸入国って知っていますか？～

日本は農作物や工業製品をたくさん輸入して

おり、それらを生産するために使用される水の

量を足し合わせると、日本全体で１年間に使用

する量の約70％に相当する640億㎥の水を年

間で輸入している計算になります。私たちの生

活は海外の水をもとになりたっているともいえ

ます。

その水資源を含めた地球環境に注意信号が

出ています。私たちのできることから地球を守

る工夫を始めるには、まず、家庭でできるシャ

ワーの出しっぱなしをなくすなどの水道の使い

方を工夫して省エネを実践することです。小さ

な一歩ですが生活雑排水を減らすことがエネ

ルギーの節約にもなり、水源の汚濁防止など地

球規模の環境改善にも役立ちます。

（水道事業所）

水の　の
水水しいお話 〈2〉
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〝
サ
マ
ー
ワ
ー
ク
〞
の
高
校
生
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
参
加
し
て
今
年
で
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

今
日
は
源
流
コ
ー
ス
山
登
り
を
し
て
大
変
だ

っ
た
け
ど
、
た
っ
ぷ
り
と
自
然
に
ふ
れ
あ
い
ま
し

た
。
か
ぶ
と
山
は
、
岩
ば
か
り
で
怖
く
て
、
途
中

ま
で
し
か
登
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

仲
間
作
り
の
と
き
は
、
私
が
班
長
を
や
る
こ

と
に
な
っ
て
す
ご
く
不
安
で
、
失
敗
ば
か
り
し
て

い
た
け
ど
、
み
ん
な
が
私
に
つ
い
て
き
て
く
れ

て
よ
か
っ
た
で
す
。

サ
マ
ー
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
の
は
最
後
で
す

が
、
い
い
経
験
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

山
本
末
樹
（
紫
波
総
合
高
校
三
年
）

“がんばれ子どもたち！”
～地域の大人が手をとり応援～

学校と家庭と地域社会が
子どもたちのあるべき将来像を共有し、健全な育成を願って

中高生社会参加活動、地区教育振興運動の実践、
地域子ども教室などの活動を進めています。

一人でも多くの大人が、社会の中で子どもたちの健やかな成長のために
関心を持ってほしいと願い、そんな活動の一部を紹介します。

りよだ興振育教
●ね が い…子どもたちの学力向上と健全育成
●運動主体…子ども・親・教師・地域社会・教育行政（五者→5R運動とも言う）
●基本目標…子どもの学習意欲の向上（子ども）・家庭教育の振興（家庭）・学校教

育の充実（学校）・地域社会における教育環境の醸成（地域社会）・教
育条件の整備（教育行政）

●具体的運動主体…紫波町教育振興運動推進協議会（具体的には実践区事務局員）
紫波町教育振興運動推進委員会
紫波町教育委員会事務局（生涯学習課内）1672-3362

教育振興運動のおさらい

教振だより
27号
平成17年
10月
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工
藤　

雅
子
（
紫
波
総
合
高
校
三
年
）

昨
年
私
は
、
こ
の
サ
マ
ー
ワ
ー
ク
に
参
加

し
、
自
分
で
指
示
を
出
し
、
人
を
動
か
す
こ

と
の
難
し
さ
を
知
り
、
今
度
は
、
前
よ
り
も

良
い
班
に
な
る
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
、
今

年
も
参
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
始
め
か
ら

班
の
人
達
を
う
ま
く
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

ず
、
な
か
な
か
み
ん
な
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
夕
食
を
作
る

時
間
に
な
る
と
、
だ
い
ぶ
話
し
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
夜
の
レ
ク
の
時
に
は
、

み
ん
な
け
っ
こ
う
楽
し
そ
う
に
、
ダ
ン
ス
や

高
校
生
の
考
え
た
レ
ク
を
や
っ
て
く
れ
た
の

で
、
去
年
よ
り
も
良
い
二
日
間
を
過
ご
せ
た

と
思
い
ま
し
た
。

しわネット10月号 No.681

佐
藤　

く
る
み
（
紫
波
一
中
二
年
）

私
は
、
こ
の
二
日
間
を
と
お
し
て
自
然
と

触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
知
ら
な
い
人

達
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

は
じ
め
は
、
ど
ん
な
人
達
が
来
る
の
か
ド
キ

ド
キ
で
す
ご
く
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

い
ろ
ん
な
人
達
と
仲
良
く
す
る
こ
と
が
で
き

た
し
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
経
験
で
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ

か
ら
の
学
校
生
活
、
ま
た
は
日
常
生
活
で
生

か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
私
達
に
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
く
だ
さ
っ
た
高
校
生
の
み
な
さ
ん
、

ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
い
ろ
い
ろ
迷
惑
を
か

け
た
り
し
ま
し
た
が
、
と
て
も
貴
重
な
体
験

が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

三
浦　

彩
香
（
紫
波
一
中
二
年
）

私
は
、
サ
マ
ー
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
ち
ょ

っ
と
だ
け
成
長
し
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
二
中
や
三
中
か
ら
来
た
人
と
も
、

人
見
知
り
の
私
で
も
自
分
か
ら
積
極
的
に
話

し
か
け
た
り
で
き
ま
し
た
。
反
省
点
も
一
つ

あ
り
ま
す
。
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
が
中
止
に
な
っ

て
ダ
ン
ス
を
し
た
と
き
、
恥
ず
か
し
く
て
一
緒

に
や
ら
な
い
で
い
た
こ
と
で
す
。
注
意
さ
れ

て
バ
カ
だ
な
ぁ
と
自
分
で
思
い
ま
し
た
。
知

ら
な
い
人
と
も
協
力
し
て
い
か
な
い
と
何
も

で
き
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
改

善
点
も
見
つ
か
り
、
直
し
て
い
く
よ
う
に
心

が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
よ
う
な

行
事
が
あ
っ
た
ら
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

盛
内　

葉
月
（
紫
波
二
中
二
年
）

私
は
、
サ
マ
ー
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
本
当

に
良
か
っ
た
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
ず
〝
仲

間
作
り
〞
を
し
た
と
き
、
す
ご
く
楽
し
い
子

ば
か
り
で
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
か
ぶ

と
山
に
登
っ
た
時
、
と
て
も
高
く
て
怖
か
っ

た
で
す
。「
向
こ
う
の
山
に
仙
人
が
住
ん
で
い

る
か
ら
暗
号
を
出
し
て
み
よ
う
」
と
言
わ
れ

た
時
「
や
ま
び
こ
だ
と
思
う
け
ど
…
」
と
思

い
ま
し
た
。
夜
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
す
ご
く

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
テ
ン
ト
で
寝
た
の
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
次
の
日
は
、
木
ト
ン
ボ

作
り
を
し
て
た
く
さ
ん
学
び
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
友
達
も
で
き
て
、
す
ご
く
い
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

根
水　

健
博
（
紫
波
二
中
二
年
）

こ
の
サ
マ
ー
ワ
ー
ク
で
僕
は
、
集
団
で
行

動
す
る
大
切
さ
を
学
ん
だ
気
が
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
追
跡
ハ
イ
ク
で
の
団
結
の
必
要
性
、

班
員
一
人
ひ
と
り
の
行
動
の
重
要
性
で
す
。
け

れ
ど
も
反
省
を
生
か
し
て
行
動
で
き
る
こ
と

は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
こ
の
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
あ
と
、
木
ト
ン
ボ
を
作
る
時
、
何
か

変
に
作
っ
て
し
ま
っ
て
、
と
て
も
見
る
の
が

悲
し
い
木
ト
ン
ボ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が

サ
マ
ー
ワ
ー
ク
で
の
一
番
悲
し
い
出
来
事
で

し
た
。

１日目　入所式～活動班づくり～閉伊川源
流探索～昼食～兜明神岳登山・追
跡ハイク～野外炊飯～レクリエー
ション

２日目　朝のつどい～清掃～朝食～木トン
ボ作り～感想文～昼食～退所式

サマーワークのスケジュール

朝の集い

野外炊飯

木トンボ作り
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サマーワーク
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仲間づくり

りよだ興振育教

咲
山　

美
穂
（
紫
波
三
中
二
年
）

今
回
サ
マ
ー
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
み
て
普

段
ふ
れ
る
こ
と
の
無
い
自
然
に
ふ
れ
た
り
、

初
め
て
あ
っ
た
人
と
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
た
こ

と
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
区

界
の
自
然
に
ふ
れ
、
自
分
で
登
山
し
な
が
ら
、

山
の
由
来
な
ど
を
学
び
、
自
分
達
の
県
の
中

に
、
こ
ん
な
自
然
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
こ
の
自
然
は
、
壊
し
て
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
夕
食
作
り
や
レ
ク
で
お
互
い

に
協
力
し
合
い
、
二
日
目
に
は
仲
の
い
い
グ

ル
ー
プ
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
初
め

て
の
人
と
も
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て
仲
良
く
な

れ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
い
い

体
験
で
し
た
。
こ
れ
を
生
か
し
て
、
来
年
に

は
立
派
な
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

菅
川　

博
志
（
紫
波
三
中
二
年
）

初
め
て
会
っ
た
人
達
と
徐
々
に
仲
良
く
な

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
同
じ
三
中
生
で

も
普
段
の
学
校
生
活
で
は
見
ら
れ
な
い
良

い
点
、
悪
い
点
を
サ
マ
ー
ワ
ー
ク
で
発
見
し

た
。
自
分
の
新
し
い
発
見
も
た
く
さ
ん
あ
っ

た
。「
案
外
さ
び
し
が
り
屋
だ
」
と
い
う
こ
と

や
、「
話
題
を
出
す
の
が
下
手
だ
」
と
い
う
こ

と
だ
。
そ
れ
を
直
そ
う
と
努
力
し
た
。
今
度

行
く
修
学
旅
行
で
は
、
こ
の
二
日
間
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
た
い
。

中高生社会参加活動リーダー研修会「サマー
ワーク」が７月３０、３１日に区界高原少年自然の
家で行なわれました。中学生８６人が、高校生、
ボランティアスタッフにサポートされながら自然
体験、団体活動をする中で、自分の役割を果た
すことや初めての仲間と活動を共にする難しさ
や楽しさを経験しました。

朝の集い

源流探索

地域子ども教室で
地域の教育力
再生を
学校や公民館などに、安全・安心な子どもの居場所を設ける取り組み

が行われています。地域の人やボランティアが、放課後や週末における
スポーツや文化活動など、さまざまな体験や地域住民との交流活動を行う
「地域子ども教室」です。
町では、赤石小学校、古館小学校、紫波第一中学校と紫波さぷり（日詰

朝日田23-1）で、土曜日に学校の図書室を開放したり、趣味講座や文化
活動を行ったりしています。学区内外を問わずどなたでも参加できます。

問合せ　生涯学習課1672-3362

古館子ども教室（図書室開放）赤石子どもクラブ（パソコンクラブ）

ボランティアによる読み聞かせ
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「
児
童
・
生
徒
の
健
や
か
な
成
長
を
期
し
」

星
山
地
区
教
振
会
長　

阿
部
永
晃

昨
年
の
十
月
二
十
九
日
に「
地
区
教
振
運

動
の
見
直
し
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
健
や
か

な
成
長
を
具
体
的
活

動
で
応
援
す
る
」こ

と
を
目
当
て
と
し
て
、

星
山
地
区
教
振
臨
時

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

星
山
地
区
の
皆
さ
ん
は
、
教
育
振
興
運

動
に
対
し
て
す
ご
く
理
解
が
あ
り
、
積
極
的

に
参
加
し
て
く
れ
る
。
こ
れ
は
、「
児
童
生

徒
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
」
地
区
民
の

気
持
ち
の
表
れ
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
夫
々

の
役
割
分
担
を
的
確
に
担
う
た
め
に
努
力

し
て
い
る
地
区
の
皆
さ
ん
の
姿
を
見
る
と
き
、

「
地
区
が
一
体
に
な
っ
た
」
と
の
思
い
が
出

て
く
る
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
熱
心
な
参
加

を
見
る
と
き
、「
五
者
連
携
が
さ
ら
に
一
歩

前
進
し
た
」
と
思
う
。

運
動
の
先
立
ち
と
し
て
、
地
区
民
の
叡
智

と
努
力
を
結
集
し
て
、
児
童
生
徒
の
健
全
育

成
に
向
け
た
運
動
の
継
続
を
決
意
し
て
い
る
。

平
成
十
六
年

一
月　

映
画
会
（
大
野
公
民
館
・
参
加

者
多
数
）

二
月　

藤
野
静
枝
さ
ん
（
東
和
町
在
住
）

の
腹
話
術
人
形
を
つ
か
っ
た
講
演
会

平
成
十
七
年

五
月　

彦
部
・
星
山
地
区
合
同
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
日

高
橋
一
男
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
、
盛

工
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
盛
田
浩
史

先
生
、
紫
波
総
合
高
自
転
車
競
技
部
吉

野
鉄
平
先
生
に
よ
る
実
技
と
講
演

しわネット10月号 No.681

七
月　

二
中
学
区
５
実
践
区
・
教
振
合

同
学
習
会
（
Ｊ
Ａ
東
部
支
所
）

●
藤
井
新
一
教
育
事
務
所
主
任
社
教
主

事
に
よ
る
「
県
教
育
振
興
運
動
に
つ
い
て
」

の
講
話
。

●
谷
藤
勇
町
社
会
教
育
指
導
員
講
演
。

●
彦
部
公
民
館
で
老
人
大
学（
彦
部
・
星

山
合
同
）

●
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に
７
区
９
区
の

中
学
生
手
伝
い
を
か
ね
て
参
加
。

八
月　

盆
踊
り
大
会
に
協
力
と
参
加（
星

山
青
年
部
主
催
）

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
活
動

①
地
区
神
社
祭
典

小
学
生
・
神
楽
奉
納

中
学
生
・
出
店
で
販
売
協
力

②
親
と
子
供
の
映
画
会

③
地
区
公
民
館
清
掃

④
地
区
民
運
動
会
へ
の
参
加
と
協
力

⑤
学
校
の
収
穫
感
謝
祭
へ
の
協
力

⑥
ス
ポ
少
活
動
へ
の
参
加
と
協
力

⑦
家
庭
教
育
講
演
会

各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
活
動
を
紹
介

星
山
地
区
教
育
振
興
運
動

１
グ
ル
ー
プ

（
北
田
脩
真
、半
田
大
士
、佐
々
木
紀
仁
）

紫
波
町
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
を
作
ろ
う

修
学
旅
行
で
、
仙
台
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ

を
見
て
、
紫
波
町
で
も
作
り
、
人
に
優
し
い
町

に
つ
い
て
考
え
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
思
っ
た
。

は
じ
め
に
校
内
で
の
車
椅
子
体
験
を
や
っ
て

み
た
。
車
椅
子
で
は
、
十
五
セ
ン
チ
の
段
差
は

上
れ
な
い
。
ト
イ
レ
の
出
入
り
は
大
変
。
学
校
に

車
椅
子
の
方
が
い
ら
し
て
も
自
由
に
移
動
す
る

こ
と
が
大
変
だ
。
仙
台
駅
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

出
入
り
口
が
別
々
、
ト
イ
レ
は
オ
ス
ト
メ
イ
ト

対
応
で
車
椅
子
で
も
自
由
に
移
動
で
き
る
。
手

す
り
が
つ
い
て
い
る
こ
と
を
学
習
し
感
心
し
た
。

い
よ
い
よ
町
内
の
施
設
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
役

場
、
中
央
公
民
館
、
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
紫
波
、
県

立
紫
波
病
院
、
ラ
フ
ラ
ン
ス
温
泉
館
湯
楽
々
、

せ
せ
ら
ぎ
公
衆
ト
イ
レ
、
あ
ら
え
び
す
記
念
館

を
見
学
し
て
、
テ
レ
ビ
番
組
「
長
岡
小
キ
ッ
ズ
ニ

ュ
ー
ス
」
を
製
作
し
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
を
発
表
。

研
究
を
と
お
し
て
紫
波
町
は
人
に
優
し
い
町

に
少
し
近
づ
い
て
い
る
と
思
っ
た
。
仙
台
み
た
い

に
お
年
寄
り
も
便
利
に
過
ご
せ
る
町
に
な
れ
ば

良
い
と
思
う
。
で
も
、
僕
た
ち
が
優
し
い
町
に
し

よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
持
た
な
い
と
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
施
設
が
い
く
ら
あ
っ
て
も
、「
ひ
と
に

や
さ
し
い
町
」
と
は
言
え
な
い
と
思
う
。

長
岡
地
区
教
育
振
興
運
動　
「
小
学
生
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
研
究
を
発
表
」
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長
岡
小
学
校
六
年
生
は
、
平
成
十
六
年
度
の
修
学
旅
行
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
仙
台
駅
を

見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、老
人
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
ゆ
う
ゆ
う
北
沢
」
へ
訪
問
し
た
こ
と
か
ら
、

総
合
学
習
の
時
間
と
、
休
日
を
利
用
し
て
福
祉
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
研
究
を
し
ま
し
た
。

２
グ
ル
ー
プ

（
上
和
野
康
平
、横
沢
太
一
、阿
部
葵
、半
田

茉
莉
那
、阿
部
美
愛
、高
橋
優
海
）

〝
ゆ
う
ゆ
う
北
沢
〞で
お
手
伝
い
体
験

ゆ
う
ゆ
う
北
沢
を
訪
問
し
て
、
お
年
寄
り

の
気
持
ち
や
苦
労
を
知
り
、
お
手
伝
い
を
し

よ
う
と
思
っ
た
。

訪
問
で
は
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
後
、
お
年
寄

り
と
カ
ル
タ
や
紙
芝
居
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
た
。
目
に
ゴ
ー
グ
ル
を
か
け
字
を
読
み
書
き
、

手
首
足
首
と
チ
ョ
ッ
キ
に
重
り
を
つ
け
て
歩
く

「
イ
ン
ス
タ
ン
ト
シ
ニ
ア
体
験
」
を
や
っ
て
み

た
。
階
段
や
ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
私
た
ち
の
普
段

の
行
動
が
お
年
寄
り
に
と
っ
て
、
大
変
な
こ
と

と
分
か
っ
た
。
お
年
寄
り
は
、
目
が
見
え
に
く

く
、
耳
が
聞
こ
え
づ
ら
い
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、

大
き
な
声
で
話
し
、
大
き
く
て
は
っ
き
り
し
た

紙
芝
居
の
絵
を
選
ん
だ
。

僕
た
ち
は
み
ん
な
で
協
力
し
、
障
害
者
や

お
年
寄
り
も
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
な
町

に
し
た
い
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
っ
た
。
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「
児
童
・
生
徒
の
健
や
か
な
成
長
を
期
し
」

星
山
地
区
教
振
会
長　

阿
部
永
晃

昨
年
の
十
月
二
十
九
日
に「
地
区
教
振
運

動
の
見
直
し
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
健
や
か

な
成
長
を
具
体
的
活

動
で
応
援
す
る
」こ

と
を
目
当
て
と
し
て
、

星
山
地
区
教
振
臨
時

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

星
山
地
区
の
皆
さ
ん
は
、
教
育
振
興
運

動
に
対
し
て
す
ご
く
理
解
が
あ
り
、
積
極
的

に
参
加
し
て
く
れ
る
。
こ
れ
は
、「
児
童
生

徒
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
」
地
区
民
の

気
持
ち
の
表
れ
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
夫
々

の
役
割
分
担
を
的
確
に
担
う
た
め
に
努
力

し
て
い
る
地
区
の
皆
さ
ん
の
姿
を
見
る
と
き
、

「
地
区
が
一
体
に
な
っ
た
」
と
の
思
い
が
出

て
く
る
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
熱
心
な
参
加

を
見
る
と
き
、「
五
者
連
携
が
さ
ら
に
一
歩

前
進
し
た
」
と
思
う
。

運
動
の
先
立
ち
と
し
て
、
地
区
民
の
叡
智

と
努
力
を
結
集
し
て
、
児
童
生
徒
の
健
全
育

成
に
向
け
た
運
動
の
継
続
を
決
意
し
て
い
る
。

平
成
十
六
年

一
月　

映
画
会
（
大
野
公
民
館
・
参
加

者
多
数
）

二
月　

藤
野
静
枝
さ
ん
（
東
和
町
在
住
）

の
腹
話
術
人
形
を
つ
か
っ
た
講
演
会

平
成
十
七
年

五
月　

彦
部
・
星
山
地
区
合
同
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
日

高
橋
一
男
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
、
盛

工
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
盛
田
浩
史

先
生
、
紫
波
総
合
高
自
転
車
競
技
部
吉

野
鉄
平
先
生
に
よ
る
実
技
と
講
演

七
月　

二
中
学
区
５
実
践
区
・
教
振
合

同
学
習
会
（
Ｊ
Ａ
東
部
支
所
）

●
藤
井
新
一
教
育
事
務
所
主
任
社
教
主

事
に
よ
る
「
県
教
育
振
興
運
動
に
つ
い
て
」

の
講
話
。

●
谷
藤
勇
町
社
会
教
育
指
導
員
講
演
。

●
彦
部
公
民
館
で
老
人
大
学（
彦
部
・
星

山
合
同
）

●
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に
７
区
９
区
の

中
学
生
手
伝
い
を
か
ね
て
参
加
。

八
月　

盆
踊
り
大
会
に
協
力
と
参
加（
星

山
青
年
部
主
催
）

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
活
動

①
地
区
神
社
祭
典

小
学
生
・
神
楽
奉
納

中
学
生
・
出
店
で
販
売
協
力

②
親
と
子
供
の
映
画
会

③
地
区
公
民
館
清
掃

④
地
区
民
運
動
会
へ
の
参
加
と
協
力

⑤
学
校
の
収
穫
感
謝
祭
へ
の
協
力

⑥
ス
ポ
少
活
動
へ
の
参
加
と
協
力

⑦
家
庭
教
育
講
演
会
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３
グ
ル
ー
プ

（
佐
々
木
麻
美
、横
沢
彩
奈
、阿
部
千
鶴
、

阿
部
愛
美
）

〝
ゆ
う
ゆ
う
北
沢
〞の
皆
さ
ん
に

贈
り
物
を
し
よ
う

お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
い

た
い
し
、
お
礼
を
し
た
い
と
思
い
、
家
庭
科
で

教
わ
っ
た
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
カ

バ
ー
を
作
っ
た
。
に
こ
に
こ
し
て
受
け
取
っ
て
く

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。

昼
食
の
配
膳
と
後
片
付
け
を
手
伝
っ
た
。
分

け
る
の
が
大
変
だ
っ
た
が
、
一
緒
に
ご
飯
を
い
た

だ
い
て
、
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
。
お
年
寄
り

の
皆
さ
ん
が
、
食
器
の
片
づ
け
を
し
、「
自
分

で
で
き
る
こ
と
は
、
自
分
で
や
る
」
の
だ
な
と

思
っ
た
。

〝
ゆ
う
ゆ
う
北
沢
〞
の
皆
さ
ん
は
、
本
当
は

家
族
と
暮
ら
し
た
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

で
も
職
員
の
皆
さ
ん
が
家
族
の
よ
う
に
接
し
て

い
る
の
で
良
い
な
ぁ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
は
、

自
分
の
家
族
に
も
や
さ
し
く
し
た
い
。

こ
の
学
び
を
通
し
て
、「
ひ
と
に
や
さ
し
い
ま

ち
、
そ
し
て
自
分
」
と
言
う
こ
と
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。

17年度紫波町教育振興運動推進委員会
常任委員・事務局員の紹介

昨年度に役員の改選を行いましたが、10人の役員の交代が
ありましたので、本年度の役員を紹介します。

一、今年の目標●学校と家庭・地域社会が子供のあるべき将来像
を共有する

二、具体的には●学校と地域社会の共通した到達目標の設定
●運動推進の成果を評価し常に見直しを図る
●長く活動するグループ及びリーダーの育成

氏　名
佐々木忠夫
後藤　利一
佐藤　剛
細川　昇
坂本　崇宏
小椋　孝郷
加藤　義男
谷地　正喜
新里　盛
笹井　岳雄
阿部　永晃
山下　研悦
高野　基
鷲盛　瑞良
佐藤　正治
加藤寿美子
藤原　匡史
戸塚　秀一
井上　博幸
田山　英治
柴田　民雄
○牧野　幹
鈴木由利子
○佐藤　真
横澤　育子
○盛合　光子
武田　洋子
○中村　亙
鷹觜　閲雄
○相馬ゆみこ
鷹觜　閲雄
○小笠原洋子
山内　玲子
○佐々木一成
長牛由美子
○遠畑　浩明
長牛由美子
○赤澤　眞理
佐々木栄子
○加藤寿美子
田村　幸子
○柴田　利一
横沢　きく

備　　　考
赤石地区教育振興運動実践協議会長
紫波総合高等学校長
彦部地区教育振興運動実践協議会長
志和公民館長
水分公民館長
日詰地区教育振興運動実践協議会長
古館地区教育振興運動実践協議会長
水分地区教育振興運動実践協議会長
上平沢地区教育振興運動実践協議会長
片寄地区教育振興運動実践協議会長
星山地区教育振興運動実践協議会長
佐比内地区教育振興運動実践協議会長
赤沢地区教育振興運動実践協議会長
長岡地区教育振興運動実践協議会長
紫波町校長会長（日詰小学校長）
紫波町教頭会長（赤沢小学校教頭）
紫波町ＰＴＡ連合会長
紫波総合高校ＰＴＡ代表
紫波第一中学校教頭
紫波第二中学校教頭
紫波第三中学校教頭
日詰小学校教頭
日詰公民館指導員
古館小学校教頭
古館公民館指導員
水分小学校教頭
水分公民館指導員
上平沢小学校教頭
志和公民館指導員
片寄小学校教頭
志和公民館指導員
赤石小学校教頭
赤石公民館指導員
彦部小学校教頭
彦部公民館指導員
彦部小学校教頭
彦部公民館指導員
佐比内小学校教頭
佐比内公民館指導員
赤沢小学校教頭
赤沢公民館指導員
長岡小学校教頭
長岡公民館指導員

役職名
会　長
副会長
副会長
監　事
監　事

常任委員

日　詰

古　館

水　分

上平沢

片　寄

赤　石

彦　部

星　山

佐比内

赤　沢

長　岡

実
践
区
事
務
局
（
○
は
事
務
局
長
）

一、 地区毎に ①学力向上に関すること 
 ②健全育成に関すること 
 ③健康・安全に関すること 
 ④中高生社会参加活動に関すること
二、 町全体で 中高生社会参加活動
　　　　　　 ①中高生リーダー研修会（サマーワーク）
　　　　　　 ②中高生社会参加活動実践交流集会
三、 その他 ①学社融合に関すること

活動していること

りよだ興振育教

紫波町教育振興運動推進委員会総会の様子
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紫
波
町
観
光
協
会
が

7
月
14
日
に
な
ん
バ
ザ･

ホ
ー
ル
に
お
い
て
総
会
を
行
い
、

紫
波
町
観
光
交
流
協
会
と
名
称
の
変
更
、組
織
再
編
を
行
い

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
観
光
協
会
は
、
高
橋
栄
悦
助
役
が
会
長
を
務
め
、

35
人
の
役
員
で
構
成
、
町
政
策
経
営
課
が
事
務
局
を
担
っ
て

き
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
事
業

実
施
型
の
協
会
と
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
観
光
・
物

産
な
ど
の
分
野
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
商
・
農
業
者
17
人
が
理

事
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
は
、
今
年
7
月
1
日

に
設
立
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
会
社
「
株
式
会
社
よ
ん
り
ん
舎
」

に
委
託
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

後
日
行
わ
れ
た
理
事
会
で
は
、
会
長
に
横
沢
大
造
さ
ん
、

副
会
長
に
大
野
晴
久
さ
ん
、
野
村
晴
一
さ
ん
の
両
名
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
、
春
夏
秋

冬
の
季
節
ご
と
の
担
当
理
事
制
と
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
2

ヶ
月
に
1
度
の
理
事
会
に
お
い
て
、
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
協
会
は
、
観
光
情
報
の
収
集
と

発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
町
内
外
の
人
が
交
わ
る
事
業
を
通

じ
、
紫
波
の
地
域
文
化
の
向
上
と
産
業
の
発
展
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

観
光
交
流
協
会
の
主
な
活
動

町
を
も
っ
と
知
る

バ
ス
ツ
ア
ー

今
年
度
は
、
春
夏
秋
冬
4
回
の
町
民
バ
ス

ツ
ア
ー
、
秋
の
仙
台
発
着
バ
ス
ツ
ア
ー
2
回
、

秋
と
冬
の
盛
岡
発
着
バ
ス
ツ
ア
ー
3
回
を
主

催
事
業
と
し
て
企
画
（
一
部
実
施
済
み
）
し
て

い
ま
す
。

と
聞
か
れ
た
ら
・
・
・
。

昨
年
度
か
ら
展
開
し
て
い
る
バ
ス
ツ
ア
ー

は
、「
町
民
の
み
な
さ
ん
に
、
町
の
こ
と
を
も

っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
」
そ
し
て
、「
知
っ
た
こ

と
は
誰
か
に
教
え
た
く
な
る
」
と
い
う
効
果

か
ら
、
毎
回
定
員
を
上
回
る
応
募
が
あ
り
ま

す
。み

な
さ
ん
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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町
の
ガ
イ
ド
役

「
し
ゃ
・
べ
ー
る
」

紫
波
町
観
光
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

「
し
ゃ
・
べ
ー
る
」（
久
慈
和
子
代
表
）
は
、

商
工
会
女
性
部
の
有
志
6
人
で
発
足
し
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
は
月
1
回
、
郷
土
史
研
究
家

の
方
か
ら
お
話
を
聞
い
て
勉
強
し
、
紫
波
の

方
言
に
よ
る
昔
話
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

協
会
主
催
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
ガ
イ
ド
を
努
め

活
躍
し
て
い
ま
す
。

※
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
募
集
し
て

い
ま
す
。詳
し
く
は
、
観
光
交
流
協
会
事
務
局

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

会
員
募
集
中

観
光
交
流
協
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

観
光
交
流
に
関
係
す
る
団
体
お
よ
び
個
人

は
も
ち
ろ
ん
、
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る

人
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

会
費
は
、
個
人
が
年
額
２
、０
０
０
円
、
法
人
、

団
体
は
年
額
６
、０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

《
事
務
局
・
問
合
せ
先
》

紫
波
町
観
光
交
流
協
会

（
な
ん
バ
ザ
･
ホ
ー
ル
向
い
）

所
在
地
：
日
詰
字
郡
山
駅
37
番
地

1 

６
７
１-
１
７
５
５

紫波町観光交流協会役員名簿

観光交流協会会長　横沢大造さん

人が楽しめる町それは町民の誇りでもあり喜びでもあり
ます。この紫波町に一人でも多くお招きする一助になれば
と新体制になった理事会で率先垂範を合言葉に、数は少
ないが行動を起こそうと張り切っております。
また、この事が「観光交流協会ってな～に？」の答え
にもなればと思っております。この思いに賛同いただきまし
てできるだけ多くの町民の皆さんが会員としてご参加下さ
いますようお待ち申し上げております。

役職名

会　長

副会長

副会長

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

監　事

監　事

顧　問

氏　名

横沢　大造

大野　晴久

野村　晴一

石杜　茂

大沼　啓之助

久慈　和子

鈴木　勝見

高橋　栄悦

高橋　節也

高橋　次男

中村　淳一

西在家　悦子

野原　光子

平舘　良孝

細川　千春

堀切　眞也

鱒沢　克美

藤尾　誠一

村松　弘實

田口　元三

職業など

月の輪酒造店　代表

紫波町商工会　会長

野村胡堂・あらえびす記念館　館長

㈲紫波フルーツパーク　取締役総括部長

志和町商業会　会長

しゃ・べーる　代表

㈱よんりん舎　代表取締役

㈱紫波まちづくり企画　専務取締役

（農事組合法人）水分農産　代表

日詰駅前商工業振興協議会　会長

紫波町まつりを考える会　会長

稲藤第一農産加工組合　

農事組合法人長岡中央果樹生産組合　組合長

紫波町芸能保存会　会長

㈲紫波観光ぶどう園

紫波町産直連絡協議会　会長

志和稲荷神社

藤尾洋服店

紫波町収入役

紫波町観光協会　元会長

町の特産物を紹介する久慈さん（しゃ・べーる）

新役員の皆さん
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お元気で長生きして
ください　

夫婦仲良く
米寿のお祝い

9/1
　

今
年
、
米
寿
を
迎
え
た
人
は
、
町
内

に
九
十
六
人
い
ま
す
が
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て

八
十
八
歳
を
向
か
え
た
の
が
、
中
央
駅
前

に
お
住
い
の
齋
藤
誠
七
郎
さ
ん
ハ
ナ
さ
ん

ご
夫
妻
で
す
。
誠
七
郎
さ
ん
は
若
い
こ
ろ

陸
上
の
選
手
で
、
大
会
記
録
も
だ
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
ハ
ナ
さ
ん
は
紫
あ
波
せ
本

舗
に
買
い
物
に
行
く
こ
と
と
、
お
友
達
と

話
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
八

王
子
か
ら
息
子
さ
ん
の
新
居
へ
数
年
前
に

越
し
て
き
た
の
で
す
が
、
紫
波
の
環
境
を

大
変
気
に
入
っ
て
日
々
過
ご
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

しわネット10月号 No.681

　

九
月
は
各
地
区
公
民
館
で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
日
詰
地
区
は
中
央
公
民
館
を
会
場
に
七
十
五

歳
以
上
の
二
百
人
が
参
加
し
、
九
十
一
歳
以
上
の
皆

さ
ん
に
町
長
か
ら
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
婦

9/10

人
会
や
中
学
生

が
運
営
の
お
手

伝
い
を
し
、
日

詰
幼
稚
園
の

子
ど
も
た
ち
の

歌
や
、
手
品
愛

好
家
に
よ
る
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

が
会
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

自転車でつなぐ
農業青年の心

9/12
　

Ｊ
Ａ
東
北
・
北
海
道
青
年
組

織
協
議
会
が
実
施
す
る
「
日
本

の
食
を
守
る
青
春
チ
ャ
リ
ン
コ

リ
レ
ー
」
が
八
月
に
北
海
道
を

出
発
、
十
一
月
の
東
京
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。Ｊ
Ａ
岩
手
県
青
年
組
織
協

議
会
は
九
月
八
日
に
秋
田
か

ら
自
転
車
を
引
き
継
ぎ
、
県
内

の
行
政
機
関
、
マ
ス
コ
ミ
、
商

店
、
会
社
な
ど
に
食
と
農
に
関

す
る
ア
ピ
ー
ル
活
動
を
展
開
し

ま
し
た
。



町を一緒に盛り上げたい　
異文化交流
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8/29～
9/14

　

国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
は
、
世
界
の
若
者

が
二
〜
三
週
間
と
も
に
生
活
し
な
が
ら
、

環
境
保
護
、福
祉
、農
村
開
発
な
ど
に
取
り

組
む
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。町
を
訪
れ

た
の
は
エ
ス
ト
ニ
ア
と
韓
国
そ
し
て
関
東

の
大
学
生
八
人
で
す
。
音
楽
を
通
し
た
小

学
生
や
老
人
と
の
交
流
の
ほ
か
、洋
ナ
シ
の

選
果
、
茶
道
な
ど
も
体
験
し
て
い
き
ま
し

た
。

紫波町ポータルサイトhttp://www.town.shiwa.iwate.jp/ お問い合わせ先／紫波町（代表）672-2111

天体観望会 in 紫波総合高校

　生徒が星空案内人となって、金星や火星が輝く中、み
なさんを秋の夜空に招待します。定員は30人です。お早
めに申し込み下さい。
●日　　時　10月28日（金）午後5時30分
●集合場所　紫波総合高校　第二体育館
●問 合 せ　紫波総合高校　小野寺弘幸教諭   
　　　　　　1672-3690

介護ボランティア（お助け隊）養成

　長寿健康課では介護ボランティア（お助け隊）養成講
座を開催します。興味のある講座は１回のみでも受講で
きますので、お気軽に会場へお越しください。
◆時　間　午後１時30分～
◆会　場　保健センター
◆問合せ　介護保険室　1672-4522　有線01-8974
◆開催日と内容

岩手県警察音楽隊定期演奏会
へのお誘い

　警察官、警察職員27人が、音楽隊発足40周年を記念
して行う演奏会では、ダイナミックなドリル演奏も舞台
いっぱいに繰り広げられます。お子さんからお年寄りま
で幅広い曲目をお楽しみください。
●日　　時　10月29日（土）午後2時開演
●会　　場　岩手県民会館
●入 場 料　無料ですが整理券が必要になります。紫波

警察署または盛岡、紫波地区内の交番、駐
在所で配布しています。

●問 合 せ　県警本部　県民課広報係   
　　　　　　1653-0110

10月17日（月）
10月31日（月）
11月14日（月）
11月28日（月）
12月 5日（月）

認知症のあるお年寄りの理解
転倒予防運動体験
在宅介護のポイント
音楽セラピー入門
介護食の作り方

　消防団や婦人消防協力隊が水利確保、救命処置、初期
消火などの訓練を行います。災害に備え多くの皆さんの
ご参加、見学をお願いします。
◆日　時　10月30日（日）　午前10時30分～12時
◆場　所　佐比内公民館周辺
◆問合せ　消防安全室　1672-2111　内線3131
※公民館付近が通行規制されますのでご注意ください。

佐比内地区火災防御訓練を
行います。
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スポット 

知 と こ と ん り た い 

いただきもののりんごを入れて焼いた
アップルシナモンロールが、思いがけず
ヒット商品に！

町の資源循環を広く発信する施設「環境・
循環PRセンター　紫波町産木材再生利用
施設」が紫波中央駅待合施設となりに完成
しました。そこでは「NPO法人紫波みらい
研究所」と「産直紫あ波せ本舗」が、循環
型まちづくりや観光スポットのPR、特産品
の展示販売を行っています。

紫あ波せ本舗 IN
環境・循環PRセンター

色鮮やかな花が
お客様をお出迎え
赤石地区は花を栽培している農家

が多く、特にユリは一年中絶えること
がありません。白、ピンク、オレンジな
ど大輪のユリ、
大小さまざまな
キク、アルスト
ロメリアなどが
オンリーワン
の美しさを誇っ
て店舗を華や
かに彩ります。

9月28日からPRセンターでの営業を始めた
紫あ波せ本舗は、町に8番目に誕生した産直で、
赤石地区を中心に全町域から農産物が集まって
きます。駅に隣接し、住宅地も近いため通勤、通
学途中に立ち寄って買える商品も数多く並んでい
ます。人気のおにぎりは町産米100パーセントで、
具も梅干をはじめ町の食材が多く使われています。
また、町外の名産品、醤油やはちみつ、海産
物なども好評で、帰省客が増えるころになると、岩
手のおみやげとして冷麺がよく売れるそうです。

店内に香ばしさを届ける手作りパン
毎朝漂うほのかな香りは、平沢の佐藤文子さんのパンが運

んでくるものです。佐藤さんは農業のかたわらパン作りを勉強し、
自分で収穫した野菜を具材に使うことも多いとか。商品として
出してみると、自分の好みとお客さんが買い求めるものに違い
があることに気付き、ますますやりがいが出てきたそうです。

となりの駅待合施設では、町の工芸品の展示販売も行っ
ています。あわせてお気軽にお立ち寄りください。

営業時間／午前9時～午後7時30分
問 合 せ／紫あ波せ本舗　1672-6900

日本有数モチ米の産地
全国に誇るモチ米の産地として、家庭でも手
軽にもっとモチ米を食べてもらおうと、求めやす
い１キロパックの
ヒメノモチが常
時売られていま
す。またすぐに食
べられるモチ加
工品も取りそろえ
ています。

虹の保育園火災の被害木材が建物に使われています。


